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『私は 30年前にお前に投資した。やはり私の投資

は間違ってなかったようだ。お前が始めた新しい会社

の 話 を 是 非 聞 か せ て く れ 。 4 月 に な れ ば

Charlottesville も暖かくなる。家族で遊びにこいよ、

必ず！』これがマイクの最後の言葉でした。彼はもち

ろん自分が長くないことを知っていたし、だから私が

電話をしたのだと、いうことも当然理解していたはず

です。溢れそうな涙を堪えて電話を切りました。彼が

他界する 1ヶ月前のことでした。 

マイクは科学者としての私の背骨を築いてくれた

父親のような存在でした。私は大学時代にふとしたこ

とから体内時計に興味を持ちました。その興味は日ご

とに増していき、とうとうマイクに雇ってくれないか

と直接手紙を出しました。生来せっかちな性格の私は

面白いと思ったことに挑戦しないでいることに耐え

られなかったのです。驚くことに、彼は薄給でしたが

雇ってくれました。今思えば奇跡でした。まさに彼の

“私への投資“でした。 

マイクの研究には“自然の美しさを解明する”とい

う哲学が存在していました。中でも私が一番気に入っ

ているのは、1972 年に発表された夜行性のゴールデ

ンハムスターはどうやって 1 日の長さを測っている

のか“という研究です 1。季節繁殖動物であるハムスタ

ーは短日になると精巣が萎縮し繁殖不可能になり、長

日になると元のサイズになり繁殖可能になる。しかし

自然界で夜行性のハムスターは一日 16時間も光を浴

びることはない。この論文が導き出した答えは、1日

のうちには光に敏感な時間帯が存在していて、そこに

光が当たれば動物は長日と判断し、そうでなければ短

日と判断する。その後、実際にその時間帯にたった 1

秒の光刺激を毎日与えるだけで動物は長日と判定し

てしまうということがわかりました 2。季節繁殖性と

サーカディアンリズムが密接に結びついていること

を示す大変美しい教科書のような論文です。

マイクは尊敬する科学者でした。彼の見つけてくる

研究の素材は常に一級品でした。優れた嗅覚を持って

いました。私が彼のラボに入った 1990年初頭は、分

子生物学がリズムの分野に入り始めた時でした。マイ

クは常々こう言っていました。『分子生物学は非常に

パワフルな道具だ。問題はこの道具を何に使うかだ』 

“Hello! Kazu” 

もうこの言葉は聞けない。涙が出るほど悲しい。し

かし、マイクの哲学

『自然科学は自然の美しさを解明する学問である。』 

は私の心の中で永遠に生き続けている。
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